
と
知
の
交
流
を
行
い
ま
す
。
市
民
向
け
に

様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
講
座
や
イ
ベ

ン
ト
が
3
日
間
に
わ
た
り
繰
り
広
げ
ら

れ
、
２
日
目
の
晩
に
は
、
講
師
陣
が
市

内
の
飲
食
店
20
軒
ほ
ど
に
分
か
れ
て
、

市
民
と
の
懇
談
・
宴
会
の
場
を
持
つ｢

夜や
が
く楽
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

鳥
取
大
会
の
テ
ー
マ
「
砂
上
の

実
論
。」
と
決
定

　

11
月
7
日
（
月
）、
大
会
委
員
長
の

和わ

だ田
秀ひ

で
き樹
さ
ん
、
実
行
委
員
長
の
林

は
や
し

真ま

理り

子こ

さ
ん
ら
９
人
が
来
鳥
し
、
知
事
公

邸
で
「
エ
ン
ジ
ン
01
文
化
戦
略
会
議
オ

ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ｉ
ｎ
鳥
取
」
の
大
会

エ
ン
ジ
ン
01
と
は

　

音
楽
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
大
学
教
授
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
我
が
国
を
代
表
す

る
文
化
人
２
４
０
人
余
り
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
、
日
本
文
化
の
さ
ら
な
る
深
ま
り

と
広
が
り
を
目
的
に
参
集
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
集
団
で
す
。

　

芸
術
、
科
学
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
経

済
な
ど
、幅
広
い
分
野
の
才
能
が
結
集
し
、

相
互
に
学
び
合
い
、
や
が
て
21
世
紀
の
日

本
の
道
を
照
ら
す
円
陣
と
な
る
と
い
う
崇

高
な
理
想
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
は

　

年
に
一
度
の
祭
典
で
あ
る
オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ
は
、
エ
ン
ジ
ン
01
の
活
動
を
社
会
に
発

信
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
将
来
に
渡
っ

て
展
開
し
う

る
地
域
活

性
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
も
視

野
に
入
れ
た

テ
ー
マ
を
掲

げ
、
会
員
の

１
０
０
人
以

上
の
文
化
人

が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
地
方

を
訪
れ
、
地

域
の
人
び
と

　春の訪れを告げる平成 24 年 3 月、「エンジン 0
ゼロワン

1 文化戦略会議オープンカレッジ」が
鳥取市で催されます。日本を代表する文化人に直接会えるチャンスです。ご期待ください。

を
テーマにオープンカレッジ開催

鳥取は、先取りのまちになる！

問い合わせ先  本庁舎文化芸術推進課 0857-20-3226

と　き　平成24年3月23日（金）～25日（日）
ところ　とりぎん文化会館、鳥取環境大学ほか

テ
ー
マ
を
発
表
。
大
会
は
、
竹
内
市
長

を
大
会
会
長
に
、
桶お

け
た
に谷
靖や

す
し志
実
行
委
員

長
、
山や

ま
ね根
康や

す
ほ穂
副
実
行
委
員
長
ら
、
地

元
実
行
委
員
会
が
運
営
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
1
月

中
旬
の
記

者
会
見
で

発
表
さ
れ

る
と
と
も

に
、
と
っ

と
り
市
報

２
月
号
で

も
お
知
ら

せ
す
る
予

定
で
す
。

各界の文化人が鳥取に集結！

実行委員長

林
はやし

真
ま り こ

理子さん

大会委員長

和
わ だ

田秀
ひ で き

樹さん

夜楽委員

　犬
いぬかい

養裕
ゆ み こ

美子さん　山
やまもと

本益
ますひろ

博さん　横
よこかわ

川 潤
じゅん

さん

アートディレクター　浅
あ さ ば

葉克
か つ み

己さん

アドバイザー　矢
や な い

内 廣
ひろし

さん

実行委員

　有
ありもり

森裕
ゆ う こ

子さん　岡
お か だ

田直
な お や

也さん　勝
か つ ま

間和
か ず よ

代さん

　三
さえぐさ

枝成
しげあき

彰さん　竹
たけやま

山 聖
せい

さん　谷
たにかわ

川彰
あきひで

英さん

　中
な か い

井美
み ほ

穂さん　中
な か お

尾清
せいいちろう

一郎さん　西
にしかわ

川伸
しんいち

一さん

　船
ふなびき

曳建
た け お

夫さん

「砂上の実論。」

昨年度新潟県長岡市で開催された夜楽（右から3番目は有森裕子さん）

開催発表記者会見で大会テーマを発表！
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で
行
わ
れ
た
御
会
食
に
は
、
両
陛
下
の

ほ
か
、
竹
内
市
長
、
中
西
議
長
ら
大
会

関
係
者
が
同
席
し
、
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う

を
は
じ
め
、
地
元
の
品
々
が
盛
り
込
ま

れ
た
昼
食
を
召
し
上
が
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
陛
下
は
、
唱
歌
ふ
る
さ
と
、

因
州
和
紙

な
ど
に
興

味
深
く
お

話
さ
れ
、
秋

の
ひ
と
と

き
を
和
や

か
に
お
過

ご
し
さ
れ

ま
し
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下 

市
役
所
ご
訪
問

問
い
合
わ
せ
先 

本
庁
舎
総
務
課 

 

　

０
８
５
７-

20-

３
１
０
２

　

第
31
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

鳥
取
大
会
へ
ご
臨
席
と
地
方
事
情
視
察

の
た
め
、
10
月
29
日
（
土
）
か
ら
31
日

（
月
）、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
鳥
取
市
に

ご
滞
在
さ
れ
ま
し
た
。
ご
滞
在
の
間
、

多
く
の
市
民
が
奉
迎
。
30
日
、
式
典
行

事
と
放
流
行
事
を
終
え
ら
れ
た
両
陛
下

は
、
御
会
食
の
た
め
市
役
所
を
ご
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
玄
関
前
で
は
、
議
員
、
市
職

員
が
奉
迎
す
る
と
と
も
に
、
う
す
紫
色

の
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
た
ら
っ
き
ょ
う

の
花
が
両
陛
下
を
お
出
迎
え
。
市
役
所

市役所御着の様子奉迎の様子

に
対
す
る
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
山

間
地
域
を
元
気
に
す
る
ヒ
ン
ト
を
探
り
、

地
域
で
活
動
す
る
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
や
仲
間
づ
く
り
の
大
切
さ
、
地
域
に

自
信
を
も
た
ら
す
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
た
情
報
発
信
、
地
域
と
し
て
も
学

生
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
若
い

世
代
の
活
動
を

応
援
し
て
い
く

こ
と
な
ど
が
、

中
山
間
地
域
の

元
気
に
つ
な
が

る
と
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の

日
は
、
市
民
活

動
の
推
進
に
顕

著
な
功
績
の

あ
っ
た
団
体
、

個
人
（
下
表
）

を
表
彰
す
る
市

民
活
動
表
彰

の
表
彰
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
実
践

問
い
合
わ
せ
先 

本
庁
舎
協
働
推
進
課 

 

　

０
８
５
７-

20-

３
１
８
２

　

本
年
度
で
４
回
目
を
迎
え
る
「
参
画

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」。

今
回
は
「
中
山
間
地
域
を
元
気
に
！
若

い
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
実
践
」
を
テ
ー

マ
に
、
11
月
５
日
（
土
）、
河
原
町
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
鳥
取
大
学
地
域
学

部
准
教
授
の
竹た

け
が
わ川
俊と

し
お夫
さ
ん
、
パ
ネ
リ

ス
ト
に
、
古
民
家
を
活
用
し
た
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
梨
の
栽
培
、
手
話
サ
ー
ク

ル
、
大
学
生
と
町
内
会
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
の
活
動
に
取
り
組
む
若
い
世

代
の
４
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
地
域

被表彰者 活動内容
もちがせ上方往来散歩径 まちづくりの推進

河原ふるさと塾 環境保全

鳥取市河原地域民生児童委員協議会 地域安全

地
み ん な

域の楽
がっこう

校づくりの会 子どもの健全育成

谷
たにもと

本静
し ず ほ

穂 まちづくりの推進

市民活動表彰　　　　　《順不同、敬称略》

式典行事（とりぎん文化会館）

活発な意見で盛り上がるパネルディスカッション

表彰式
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